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1. サン電子IoTプラットフォームでの操作
クラウド環境で、おくだけセンサー子機から親機に送られる各センサー値の計測結果・集計を閲覧、各種
データを出力するには、サン電子IoTプラットフォームを使用します。

ウェブブラウザを起動し、アドレス欄に以下のアドレスを入力しEnterキーを押してください。1.

1.1. ログイン・ログアウト

https://www.okudake.jp/WebClient/

ログイン画面が表示されます。スタートアップマニュアルに記載されている専用のパスワードと
カスタマーを入力し、ログインボタンをクリックします。

2.

本書では、Chrome69以降、Microsoft Edge42以降、 InternetExplorer11（Windows７使用の場合）でブ
ラウザの動作確認を行っております。（MozillaFirefox、Opera、Safariでは動作保証しておりません）
ご利用のブラウザで閲覧ができない場合はブラウザのバージョンを確認し、最新のバージョンをインストー
ルしてからご利用ください。

ログイン
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ログアウトを行う場合は、右上部の「ログアウト」をクリックします。

ログアウト

ホーム画面が表示されます。3.
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1.2. 画面構成

以下は、サン電子IoTプラットフォームの画面構成になります。
①

③

②

④

⑥

No. 名称 説明

① リフレッシュ（リンク） 画面の表示内容を最新にする場合に使用します。

② ログアウト（リンク） ログアウトを行う場合に使用します。

③ ユーザー情報 ログイン中のユーザーネームの表示とユーザー情報の変更を行います。

④ ネットワーク情報 接続中のネットワークの階層をツリー表示します。ネットワークの を
クリックすると、ネットワーク内の親機の製造番号を表示します。

⑤ タブタイトル 表示しているタブ画面のタイトルを表示します。

⑥ 各種情報欄 本画面のチュートリアルや関連情報を表示します。

⑤

データを参照するには、サイドバーに表示されている親機をクリックし、各種画面を表示します。

NSX7181000085
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1.3. パスワード・メールアドレスの変更

以下は、パスワード・メールアドレスの変更手順になります。

ユーザー情報にマウスを合わせ、「ユーザー情報の変更」のポップアップが表示されるのを
確認します。

1.

ユーザー情報の変更

ユーザーネームをクリックし、ユーザー情報変更画面を表示します。2.

現在のパスワードを入力します。3.

現在のパスワードの入力は必須です。
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パスワードを変更する場合は、「パスワードの変更」にチェックを入れ、新しいパスワードを
英数字半角6文字以上で入力します。

4.

メールアドレスを変更する場合は、「メールアドレスの変更」にチェックを入れ、新しいメー
ルアドレスを入力します。

5.

「変更」ボタンをクリックします。6.

「確認」画面が表示されます。「更新」ボタンをクリックします。7.
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一覧タブ

② ③ ⑤ ⑥ ⑦①

No. 名称 説明

① 子機番号 計測中の子機の番号を表示します。

② 外部温度（℃） 現時点の外部温度を表示します。

③ 筐体内温度（℃） 現時点の筐体内温度を表示します。

④ 筐体内湿度（%） 現時点の筐体内湿度を表示します。

⑤ オンライン 現時点の子機接続状態を表示します。

⑥ RSSI 信号の強度を表示します。安定強度の範囲：-40dBm以上
※-75dBm以下は接続が不安定になる場合があります。

⑦ 電池残量（V） 現時点の電池残量を表示します。
電池残量が2.6Vを切った場合は電池交換をしてください。

1.4. 一覧

「一覧」タブをクリックすると一覧画面が表示されます。一覧画面には、接続中の子機の現時点のセン
サー値とアクセス状態、バッテリ残量が表示されます。

④
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子機接続ステータスの表示

アイコン表示 説明

子機が接続している。

子機が切断されている。

アイコン表示 説明

-120dB未満。

信号強度 -80dBm未満～-120dBm以上。

圏外

信号強度 -70dBm未満～-80dBm以上。

信号強度 -60dBm未満～-70dBm以上。

信号強度 -60dBm以上。

通信ステータスの表示

アイコン表示 説明

残量不明。

残量が少なめ。2.6V未満。

残量が半分前後。2.6～2.7V未満。

残量が多い。2.7V以上。

電池残量ステータスの表示

アイコンの説明
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②
①

③

⑤

④

1.5. 子機別

「子機別」タブをクリックすると子機別画面が表示されます。子機別画面には、親機に接続中の複数の子
機のデータが表示されます。また、表示中の値を各種フォーマットで出力することもできます。

子機別タブ

⑥

No. 名称 説明

① 子機番号ボタン

② リアルタイムセンサー値

画面にデータ表示する子機の番号ボタンになります。
※ 表示するデータの子機番号をタブで確認してクリックします。

現時点の各センサー値（外部温度、筐体内温度、筐体内湿度、）を表示します。
また、子機が受ける信号強度、接続状態、電池残量も表示します。

③ 時間範囲設定 グラフに反映するセンサー値の時間範囲を設定します。

⑤ 外部温度・筐体内温度・
筐体内湿度グラフ

外部温度・筐体内温度・筐体内湿度のセンサー値の遷移をグラフで表示
します。

④ 子機の設置場所名 子機の設置場所を表示します。また、設置場所の名前の編集も行います。

⑥ 出力ボタン フォーマットを指定してグラフを出力します。
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センサー値の計測時間を、現時点から過去に遡り１時間～４８時間の間で設定することができます。
以下は、時間範囲の設定手順になります。

時間範囲設定ボタンをクリックします。1.

時間範囲設定

時間範囲設定画面が表示されます。2.

表示時間幅を1、3、6、12、18、24、48時間の中から選択します。3.

更新ボタンをクリックします。4.
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子機の設置場所名等のメモを画面に表示、編集することができます。
以下は、子機のメモ欄の設定手順になります。

子機のメモ欄をクリックします。1.

メモ欄

メモ欄の設定画面が表示されます。「メモ欄」に設置場所名等を入力してください。2.

「TimeStamp」項目の をクリックし、カレンダーを表示します。3. ..



「Now」ボタンをクリックします。4.
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設置場所名の設定画面に戻ります。「更新」ボタンをクリックしてください。5.

子機の設置場所を変更し、時間を置いて「設置場
所」の設定を変更する場合は、以下の手順で日時を
任意で設定します。
①カレンダーで日付を選択します。

※ 未来の日付は設定できません。
②時間スライダーで時刻を設定します。

※ 現時点～１５時間前までの時刻を設定します。
※ 未来の時刻は設定できません。

③「Done」ボタンをクリックし、設定内容を決定
します。

①

②

③

「Now」ボタンをクリックすると、お使いのPCのシステム時刻が反映されます。
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子機別画面には、設定した時間範囲の外部温度・筐体内温度・筐体内湿度のグラフが表示されます。
グラフの座標にマウスを当てると計測時刻と値が表示されます。

外部温度・筐体内温度・筐体内湿度
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グラフの拡大表示

表示範囲をマウスでドラッグします。
※ ドラッグで囲まれた範囲は色が変わります。

1.

マウスから手を離すと特定した範囲が拡大表示されます。2.

17:15～18：30
外部温度・筐体内
温度・筐体内湿度

グラフは範囲を特定して拡大表示することができます。操作手順は以下のとおりです。
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グラフの拡大表示のリセット

拡大表示されているグラフの右上にある「Reset Zoom」ボタンをクリックします。1.

グラフが元に戻ります。2.

拡大表示したグラフを元に戻す場合は、以下の操作を行ってください。
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表示中のグラフは、各種フォーマット（PNG、JPEG、SVG、PDF）で出力できます。
操作手順は以下のとおりです。

グラフの出力

グラフ右上の「出力ボタン」をクリックします。1.

出力可能なフォーマット一覧が表示されます。出力するフォーマット名の付いた項目をクリック
してください。

2.

手順２で指定したフォーマットのファイルがダウンロードされます。3.

システムの仕様により、PDFの日本語が正しく表示されない場合がございます。ダウンロードしたPDFを他の用途
に使用する場合は、お手数ですが、お客様側で編集を行ってください。

PNG

JPEG

SVG

PDF

出力ボタン
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②
①

③

④

1.6. センサー別

「センサー別」タブをクリックするとセンサー別画面が表示されます。センサー別画面には、親機に接続
中の複数の子機のセンサー種別のデータがグラフで表示されます。また、表示中の値を各種フォーマット
で出力することもできます。 センサー別タブ

⑤

No. 名称 説明

① 子機グループボタン

② 時間範囲設定

画面にデータ表示する子機グループを選択するボタンになります。
選択した子機番号の範囲のセンサデータが表示されます。

③ センサー値グラフ

グラフに反映するセンサー値の時間範囲を設定します。

⑤ 出力ボタン フォーマットを指定してグラフを出力します。

外部温度・筐体内温度・筐体内湿度のセンサー値の遷移をグラフで表示
します。

④ 子機番号ボタン
グラフを非表示にする子機を選択するボタンです。
※ ボタンを押下した子機のグラフが非表示になります。

センサー値グラフについても、子機別グラフ同様にグラフの拡大表示とグラフの出力を行うことができます。
グラフの拡大表示方法については、P.13「 グラフの拡大表示」、グラフの出力方法については、P.15「グラフの
出力」を参照してください。
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センサー値グラフには、設定した時間範囲の外部温度のグラフが表示されます。
グラフの座標にマウスを当てると計測時刻と値が表示されます。

外部温度グラフ

子機により、センサー値の送信時刻が異なります。基本的に、１つの時刻に１つの子機のセンサ値がポップアッ
プ表示されますが、同じ時刻に複数の子機のセンサー値が送信された場合は、同数のセンサー値がポップアップ
表示されます。
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センサー値グラフには、設定した時間範囲の筐体内温度のグラフが表示されます。
グラフの座標にマウスを当てると計測時刻と値が表示されます。

筐体内温度グラフ



19

センサー値グラフには、設定した時間範囲の筐体内湿度のグラフが表示されます。
グラフの座標にマウスを当てると計測時刻と値が表示されます。

筐体内湿度グラフ
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②

1.7. 一般

「一般」タブをクリックすると一般画面が表示されます。
一般画面には、親機に接続中の子機のステイタスと最新のセンサー値が表示されます。

一般タブ

一般画面は、日常操作では使用しません。
弊社サポートセンターから指示がある場合のみ、指示にしたがって操作を行ってください。

①

No. 名称 説明

① 説明（数値項目）

② センサー値、文字列

画面に表示されているデータの項目

最新のセンサー値や子機のステイタス（文字列）等が表示されます。
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②

「アラーム」タブをクリックするとアラーム画面が表示されます。
アラーム画面には、親機に接続中の子機から送られるセンサー値が既定の閾値を超えた場合に発信される
アラート（注意・警告）を表示します。閾値の値は変更することができます。

アラームタブ

①

No. 名称 説明

① アラーム名
（画面表示：アラーム説明）

アラートを発信している子機番号と項目が表示されます。

③ ④

② ポイント設定

③ 稼働
（アラートメール送信チェック）

④ メッセージ アラートの内容が表示されます。

⑤

設定中の閾値が表示されています。
センサー値が左側の数値と右側の数値の範囲に入らない場合にアラームが
発生します。
⑤の編集ボタンをクリックして、数値を変更することができます。

アラートメールの送信を行うかどうかのステイタスが表示されます。
チェックボックスにチェックが入っている場合は、アラートメールを送信
します。⑤の編集ボタンをクリックして、チェックの有無を変更すること
ができます。

⑤ 編集ボタン 現在の設定を変更する場合に使用します。

アラートメールの送信先は、P.4「パスワード・メールアドレスの変更」にて設定したメールアドレスに
なります。

1.8. アラーム
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お客様にて編集できる項目は、閾値の値（ポイント設定）とアラートメールの送信の有無（稼働）に
なります。以下は、編集手順になります。

画面左下の「編集ボタン」をクリックします。1.

ポイント設定と稼働の項目が編集可能になります。
ポイント設定については左側のフィールドに下限の、右側のフィールドに上限の数値を入力
します。稼働については、チェックボックスをクリックしてチェックの有無を変更します。

2.

編集ボタン

ポイント設定 稼働

画面左下の「変更を適用する」ボタンをクリックします。
変更をキャンセルする場合は「変更をキャンセルする」ボタンをクリックしてください。

3.

変更を適用する
ボタン

変更をキャンセルする
ボタン

編集
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③

1.9. レポート

「レポート」タブをクリックするとレポート画面が表示されます。レポート画面では、条件を指定してセ
ンサー値を表示させることができます。また、検索結果を出力することもできます。

レポートタブ

②

①

No. 名称 説明

① 検索条件設定 ③に表示するデータの期間、出力タイプ、レポートタイプを設定します。

② 子機・センサー種別設
定

データ表示する子機番号、センサー種別を選択します。
※ 期間、センサー種別、子機・センサー種別の組み合わせによっては表示するデータ量

が異なります。表示データ量のしきい値を超え、エラーが表示される場合があります。

③ データ・グラフ表示
①と②で設定した条件で検索されたデータが表示されます。
※ 設定した出力タイプにより、表示形態が異なります。
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以下は、レポートの表示手順になります。

データ表示する子機番号、センサー種別をチェックします。1.

レポートの表示

「From」をクリックし、開始日を選択してください。2.

「全て選択」を設定した場合、他の設定内容（期間、出力タイプなど）によっては
表示データ量のしきい値を超え、エラーが表示される場合があります。
エラーが表示された場合は、「選択をすべて解除」をクリックし、個別選択に切り
替えてください。

※ 年月日を入力、またはカレンダーから選択します。

「開始時刻」の項目をクリックし、開始時刻を選択してください。3.
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「To」をクリックし、終了日を選択してください。4.

※ 年月日を入力、またはカレンダーから選択します。

「終了時刻」の項目をクリックし、終了時刻を選択してください。5.

「出力タイプ」の選択肢をクリックし、出力タイプを選択してください。6.

出力タイプ 説明

ウェブグラフ ③の領域に数値をグラフ表示します。

ウェブレポート ③の領域に数値をテーブル表示します。

エクセルファイル ウェブレポートをエクセル形式でダウンロードします。

CSVファイル ウェブレポートをCSV形式でダウンロードします。

テキストファイル ウェブレポートをテキスト形式でダウンロードします。
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「レポートタイプ」の選択肢をクリックし、レポートタイプを選択してください。7.

レポートタイプ 説明

正常 「子機・センサー種別設定」にて複数項目選択した場合に、互いに空欄に
なる時間のデータを直近の最終値で補完します。
※グラフなどを描写する際に、空白値が許されない場合などに使用します。

空の値
「子機・センサー種別設定」にて複数項目選択した場合に、互いに空欄に
なる時間のデータをそのまま空の値として出力します。

最大値 選択した単位「月・週・日・時間」毎の最大値を集約レポートします。

最小値 選択した単位「月・週・日・時間」毎の最大値を集約レポートします。

最後の値 選択した単位「月・週・日・時間」毎の最終値を集約レポートします。

「提出する」ボタンをクリックします。8.

手順6で設定した出力タイプで検索結果が表示されます。9.

出力タイプをウェブグラフに設定した場合
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